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桂林、景勝なり

中華人民共和国広西壮族自治区桂林

写真大:鴻江から見る桂林の石灰岩地形

写真小桂林市街地も石灰岩地形の"1:1

小出良幸(学芸員)

中華人民共和国広西壮族自治区、桂

林。世界遺産そして世界的観光地。山水

レートテクトニクスという地球の気ままな

営みよって石灰岩が陸に。陸の石灰岩

画の世界そのままの景色。生命と海と大 は永く残る。悠久の時間と雨と川が、石

気と地球の営みがつくり上げた景色。桂 灰岩を溶かし、削る。溶け残り、削り残っ

林の奇岩は、石灰岩と呼ばれる岩石。石 たものが、山水画の世界。通り過ぎる

灰岩をつくる鉱物は方解石。方解石の 人々は、ただただ圧倒され、感動するの

主成分は、炭酸カルシウム(CaC03)。礁 み。そこに住まう人は、過去と現在を楼

をつくるサンコーや層孔虫の殻が集まって み分ける。観光船の波に飲まれそうにな

できたもの。カルシウムは海の中の成 りながら営む、農業、漁業、酪農。遅しき

分。炭酸は大気の二酸化炭素(C0 2)が 富を追う人は、奇岩の聞のビルの中。

海に溶けたもの。海中にある石灰岩は、 「悠久の地球の時間」とpう芸術家が、

やがて溶けてカルシウムと炭酸に。フ。 今もここには楼む。景勝なり、桂林。
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